
公益社団法人日本スカッシュ協会平成 27 年度定期社員総会報告 
                 公益社団法人日本スカッシュ協会 
 
 平成 27 年 6 月 14 日、公益社団法人日本スカッシュ協会平成 27 年度定期社

員総会が大根田電機株式会社会議室にて開催されました。 
全国の正社員が出席して以下の議案が検討されましたのでご報告致します。 
 
第 1 号議題 平成 26 年度事業報告並びに財務諸表承認 
 議長より資料を配布し、事務局より説明を行い、監査報告ののち賛成多数で

可決 
第 2 号議題 平成 27 年度役員追加承認 
 議長より平成 27 年度の追加役員案を配布し、事務局より説明を行い議場に諮

った所過半数を超える賛成がありこれを承認し、可決した。 
 

＜報告事項＞ 
1、平成 26 年度アクションプラン活動報告 
2、（公社）日本スカッシュ協会運営規則の一部(国際委員会)変更報告 
3、平成 27 年度事業計画並びに予算の報告 
4、平成 27 年度正会員、顧問、運営委員、大会・委員会担当者報告 
5、2020 年東京五輪追加競技入りに向けての状況報告と企画事項 
  ※第 1 回ＪＳＡエアー・スカッシュキャラバン in 海老名 
  ※スカッシュ フォー 2020 東京ジャパン～プレト－ナメント～（仮称） 
 



平成 26 年度 事業報告 
公益社団法人日本スカッシュ協会 

 

（1）スカッシュ競技の普及に関する事業 

① スカッシュデー・スカッシュウィークの実施 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
主管：全国のスポーツクラブ及び地区支部等 
日程：＜スカッシュデー＞平成 27 年 2 月 11 日 

＜スカッシュウィーク＞平成 27 年 2 月 7 日～22 日 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート等 
目的：スカッシュの楽しさをより多くの方々に体験して頂きスカッシュの一層の普

及を目的とする。 
対象：一般の方、どなたでも。 
参加：全国 16 ケ所で 9 歳～81 歳の方まで多数参加 
成果：2020 年東京五輪追加競技入りを目指して、全国各地で 2020 回のスカッシ

ュラリーに挑戦して頂き、協会 HP に発表した。 
② スポーツ記者スカッシュ体験会の実施 

 主催：（公社）日本スカッシュ協会 
 日程：平成 27 年 1 月 5 日 
 会場：スパ白金 
 成果：日本のトップクラスの選手 9 名によるレッスンと 2020 回ラリーにスポー 
    記者の方々が挑戦してスカッシュ体験と交流を図った。  
 

③ 広報活動 
イ） 広報機関誌＜ＳＱＵＡＳＨ＞の発行（年 2 回を予定） 

Vol．75 （夏の号）7 月 25 日発行 
Vol．76 （冬の号）平成 27 年 2 月 20 日発行 

ロ） 協会ホームページの運営 
ハ） 体育協会記者クラブ等マスコミへのプレスリリース等情報発信 
ニ） 記者会見等の開催 

      ※9 月 20 日、アジア競技大会時の JOC レセプションにおいてアジアスカッ

シュ連盟会長が、オリンピック関係の要人にスカッシュの五輪入りをアピ

ールした。 
※国際オリンピック委員会の臨時総会においてオリンピック改革案が採択さ

れ、追加競技入りの可 能性が出てきた事を受けて、12 月 10 日岸記念体

育館にて記者会見を実施。 
※1 月 20 日、世界スカッシュ連盟会長が来日、笠原会長と共に文部科学省、 
 JOC、東京組織委員会、東京都知事に東京五輪入りの要望書を提出の上、 
 記者会見を実施。 

④ 大会等のスポンサー対策及び増進 
⑤ 環境対策委員会にて JSA エコプロジェクトを推進する 

 

（2）スカッシュ競技の競技力の向上に関する事業 



 
① スカッシュの普及と競技力向上に関する事業と「スカッシュ応援募金」活動 

目的：世界に通じる選手の育成と指導者の養成を目的とする。 
対象：選手強化活動とコーチ養成の活動を対象とする。 
内容： 
イ） ナショナル強化プロジェクトチームによるJSA強化指定選手の選考と強化 
  を図った。 
ロ） 全国地区支部や協会の大会等に於ける募金活動 

 
② ナショナルスカッシュ強化練習会及び合宿の開催 

 イ）5 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：5 月 4 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：1 名 
        

ロ）5 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：5 月 17 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：4 名 
       

ハ）6 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：6 月 8 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：1 名 
 

 ニ）2015 年アジアジュニア団体戦選考練習会 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：8 月 10 日 
   会場：スカッシュマジックアカデミー 

       参加人数：5 名 
        

ホ）西日本ジュニア強化合宿 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：10 月 18 日・19 日 
   会場：マスカットスタジアム内スカッシュコート 

       参加人数：12 名 
       

へ）9 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：9 月 28 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：4 名 
 



ト）10 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：10 月 26 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：2 名 
 

チ）平成 27 年 1 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：1 月 17 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：3 名 
        

リ）平成 27 年 3 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：3 月 1 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：3 名 
       

ヌ）平成 27 年 3 月度ナショナルトレーニング 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：3 月 15 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：3 名 
 

ル）平成 26 年度ＪＳＡジュニアスカウト練習会 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：平成 27 年 3 月 30 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

       参加人数：男子 22 名、女子 7 名、計 29 名 
        

ヲ）平成 26 年度ＪＳＡ強化合宿・春 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：平成 27 年 3 月 30 日～4 月 1 日 
   会場：サンセットブリーズ保田 

       参加人数：男子 6 名、女子 10 名 計 16 名 
 
 

③ JSA 公認レベルＴ（普及トレーナー）認定講習会と認定試験の開催・公認とワー

クショップの開催 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程：平成 26 年 2 月 8 日 
会場：コナミスポーツクラブ恵比寿 
目的：スカッシュの正しい知識と指導法を体得とさらなる技術向上 
対象：スカッシュの初心者レベルでのグループつくり等のサポートが可能な者 

    参加人数：4 名 
 



④ ＪＳＡ公認レベルＴ及びレベルＩ保持者対象ワークアウト 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程：平成 27 年 3 月 28 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：日本のジュニア選手の現状確認及びスカッシュ指導の為の基本フィーディ

ングの確認とより実践的な応用練習を段階的に行うための実技練習 
対象：ＪＳＡ公認レベルＴ及びレベル 1 保持者 
参加人数：6 名 

 
 

⑤ JＳＡ公認審判講習会と認定試験の開催・支援と公認＜2 級・3 級・4 級＞ 
主催：（公社）日本スカッシュ協会及び全国の地区都道府県支部 
日程：年 9 回全国で開催（下表） 
目的：レフリー・マーカーの正しい知識を習得し、スカッシュ審判の一層の 
   技術向上を目的とする。 
対象：4 級—一般、ジュニア等のスカッシュ経験が浅い者等。 

3 級—スカッシュの競技歴が 1 年以上と認められる者等。 
2 級—スカッシュの競技歴が 3 年以上と認められる者等。 

参加人数：下表を参照 
成果：イ）講習会：正しいルール、レフリー・マーカーのあり方、正しいジャ

ッジ（判断）の進め方、トラブルの対処方法、観客や試合のコントロー

ル方法の学習 
ロ）筆記試験と実技（DVD）：試験の点数により認定の合否を決定 

   
受験結果  
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備考 

6 月 14 日 杉並区高井戸地区区民センター 東京 16 18  4  7  

6 月 29 日 広島市佐伯区民文化センター 広島 16 16   4  3  

10 月 5 日 宮城トヨタ自動車本社 東北 52 26  12  9  

1 月 25 日 セントラルウェルネスクラブ札幌 北海道 8 8    3  

5 月 17 日 阿佐ヶ谷地域区民センター 東京 29 21  4  9  

10 月 26 日 ルネサンス天王町 神奈川 11 4  1   1  

2 月 11 日 西宮大学交流センター 関西 23 18  4  6  

2 月 21 日 宇都宮市文化会館 四県 18 12  1 4    4  

３月 15 日 西宮大学交流センター 関西 27 22  1 2   11  

  計 200 145 3 34  53  

 
 

 



 

（3） スカッシュ競技の競技大会に関する事業 

① 協会主催の競技大会  ※日程、会場等は予定 
 
イ) 第 9 回東アジアスカッシュ選手権大会 2014 in Tokyo 

＜平成 26 年度スポーツ振興基金助成＞ 
日程：5 月 29 日～6 月 1 日 
会場：スパ白金 
目的：東アジア 6 カ国（香港、中国、台湾、韓国、マカオ、日本）の国際交流

と技術向上 
対象：東アジア 6 カ国のトップ選手 
参加人数：36 名 
内容：男子 3 名、女子 3 名の男女別団体戦 
結果：男子 1、ホンコン・チャイナ 2、日本 3、大韓民国  

4、チャイニーズ・タイペイ 5、マカオ・チャイナ 
        女子 1、ホンコン・チャイナ 2、日本 3、チャイナ 
           4、大韓民国 5、チャイニーズ・タイペイ 

 
ロ) 第 25 回全日本アンダー23 スカッシュ選手権大会 

日程：6 月 7 日・8 日 
会場：さいたまスカッシュスタジアムＳＱ-ＣＵＢＥ 
目的：日本のトッププレイヤーを目指す若いプレイヤーの育成強化を目的とす

る。 
対象：23 歳未満の男女 
参加人数：85 名 
内容：トーナメント制 
結果：男子 優勝 林 尚輝（専修大学） 準優勝 増田 成吾（関東支部） 
   女子 優勝 高橋 ナナミ（セントラル稲毛海岸）  

準優勝 吉原 成実（順天堂大学） 
 

ハ) 第 28 回ジャパンジュニアオープンスカッシュ選手権大会 

＜ワールドジュニアサーキット(WSF) ＞ 

＜アジアジュニアスーパーシリーズ(ASF)＞ 

日程：8月 7日〜9日 

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

目的：海外のジュニア選手の参加により、日本の選手との交流と技術向上を目 

的とする。 

対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手 

参加人数：約 170 名 

内容：トーナメント制 

結果：男子 アンダー19 優勝 Ka Yin NG （ HONG KONG） 

            準優勝 林 尚輝 （専修大学） 

   女子 アンダー19 優勝 Rou-Yi.Sara CHEW （MALAYSIA） 

            準優勝 Min-Gyeong HEO （KOREA） 

  



 
ニ) 第 20 回マスターズカーニバル 

日程：10 月 11 日・12 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：マスターズの年代のスカッシュ愛好家による親睦を図り、スカッシュの

試合を通じた楽しい仲間作りを目的とする。 
対象：男女オーバー30、40、50、60（初心者～ベテラン） 
参加人数：137 名+25 組 
内容：トーナメント及びリーグ制 
 

ホ) 文部科学大臣杯争奪第 43 回全日本スカッシュ選手権大会 
日程：11 月 21 日〜24 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：全国で開催された公認大会において上位の成績を収めた選手達により、

日本チャンピオンの座を競う国内最高峰の大会。日本全国のトップ選手

の交流と一層の技術向上を目的とする。 
対象：全国の公認大会における上位入賞者で、日本国籍を有する者、及び男女

マスターズ 
参加人数：219 名 
内容：トーナメント制 
結果：男子 優勝 机龍之介（iBEX スポーツ）史上最年少優勝 
      準優勝 福井裕太（フリー） 
   女子 優勝 小林海咲（メッドサポートシステムズ）史上初 6 連覇 
      準優勝 松井千夏（ＳＱ－ＣＵＢＥ ＰＲＯ） 
視聴者数：143,086 人 
 

ヘ) JOC ジュニアオリンピックカップ第 19 回全日本ジュニアスカッシュ選手権大

会  
日程：平成 27 年 3 月 27 日～29 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：日本のジュニア選手で年代別ジュニアチャンピオンを競う大会であり、

交流と技術向上を目的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手で、日本国籍を有する者 
参加人数：136 名 
内容：トーナメント制 
結果：男子 アンダー19 優勝 机 龍之介（iBEX スポーツ） 

準優勝 尾潟 祐亮（PassionBB ） 
   女子 アンダー19 優勝 渡邉 聡美（SALMING） 

準優勝 酒井 真美（スプラッシュ） 
 

② 海外大会日本代表派遣 
 

イ）第 17 回アジアスカッシュ団体選手権大会 
日程：6 月 11 日〜15 日 
開催地：香港 
種目：団体戦 



参加選手：男子/ 福井裕太、机伸之介、小林僚生、机龍之介 
     女子/ 小林海咲、松井千夏、杉本梨沙、渡邉聡美 
監督：潮木 仁 コーチ：佐野公彦 トレーナー：菊池加奈子 
結果：男子：16 カ国中 6 位 女子 10 カ国中 3 位＜銅メダル＞ 
 

ロ）香港ジュニアオープン 2014 
日程：7 月 29 日～8 月 2 日 
開催地：香港 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11,9 
参加選手：男子/Ｕ17/机龍之介、大段凜太郎、尾潟祐亮、園部大和、村山知嶺 
     Ｕ15/松本航太、園部龍昇、鈴木拓道、尾潟祥汰  

Ｕ13/安成翔太、安藤優太 
女子/Ｕ17 渡邉聡美、中平百香 Ｕ13/渡邉安佑未 

      主な結果：男子/Ｕ17 準優勝 机龍之介 プレート優勝 尾潟祐亮 
           女子/Ｕ17 3 位 渡邉聡美 8 位 渡邉安佑未 
 

ハ）アジア競技大会（ＪＯＣ派遣） 
日程：9 月 20 日〜27 日（大会は 9 月 19 日～10 月 4 日） 
開催地：韓国・仁川 
種目：男子・女子 各団体戦及び個人戦 
参加選手：男子/机伸之介、福井裕太、清水孝典 
     女子/小林海咲、松井千夏、渡邉聡美 
監督：潮木仁 コーチ：佐野公彦 
結果：個人戦：小林海咲 5 位タイ 

団体戦：男子 10 カ国中 5 位タイ、女子 7 カ国中 5 位タイ  
 

    
海外派遣承認大会 
 
イ）REDtone 8th KL Junior Open Squash Championships 2014   

日程：2014 年 12 月 2 日～7日 

      結果：BU9 (39 人中)  篠宮 尊 18 位  

                 橋口 栄志郎  25 位 

         BU11 (77 人中)   徳原 優輝   59 位 

         BU17（87 人中） 園部 大和    30 位 

         GU13 (44 人中)   岸本 芽衣 30 位 

                  渡邉 安佑未  14 位  

                  髙橋 楽歩    30 位 

         GU17（29 人中） 渡邉 聡美  優勝 

 

 ロ）Old Chang Kee Singapore Squash Open 2014    

      日程：2014 年 12 月 17 日～21 日  

      結果：GU13 (26 人参加) 髙橋 楽歩 参加 

 

 ハ）2014 U.S. Junior Open Squash Championships   

       日程：2014 年 12 月 20 日～23 日 



        結果： BU 17（128 人中） 机 龍之介  9 位 

                   園部 大和  33~49 位 

             BU19 （128 人中）  尾潟 祐亮   50～96 位  

             GU13  （57 人中）  渡邉 安佑未   16 位  

             GU17  （107 人中）  渡邉 聡美   優勝 

 

     ニ）2015 Tecnifibre British Junior Open   

        日程：2015 年 1 月 2 日～6日 

        結果：GU13 （40 人中）   渡邉 安佑未  25 位 

            GU17 （41 人中）   渡邉 聡美   9 位 

 
③ 国際大会の日本開催に向けての資金及び情報の収集 

目的：ジャパンオープンや東アジアスカッシュ選手権大会等、海外選手と対戦

する機会を作る事により日本選手の技術の向上を図る。又、国際大会を

開催する事により間近で海外トップ選手のプレイを観戦する機会を作

り、より多くの人々にスカッシュへの関心を高めてもらい一層の普及を

図る。 
成果： 2020 年東京オリンピック競技入りアピールを含めて、第 9 回東アジア

スカッシュ選手権大会の日本開催をスパ白金にて実施した。 
 

（4）その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業 

① アジア競技大会に向けてのロビー活動及び選手強化活動 
目的：2014 年のアジア競技大会では、残念ながらメダル獲得が出来なかった

が、2018 年のメダル獲得に向けて選手強化を一層充実させた。 
対象：男女ナショナルチーム 
種目：男女シングル戦、団体戦 
成果：メダル獲得が出来なかった点を分析し、選手強化の為の合宿を集中して 

行う。 
 

② オリンピック競技大会での正式競技入り実現の為の推進活動 
目的：スカッシュの普及発展の為、WSF（世界スカッシュ連盟）との連携によ

り、IOC（国際オリンピック委員会）並びにＪＯＣ（日本オリンピック

委員会）や東京五輪組織委員会に向けて 2020 年オリンピック追加競技

入り要請運動を展開した。 
成果：アジア競技大会のＪＯＣレセプションにてＡＳＦと連携してＩＯＣ，Ｊ

ＯＣ、東京五輪組織委員会等の要人にスカッシュのオリンピック競技入

りをアピールした。 
ＷＳＦとの連携により、文部科学省、ＪＯＣ、東京五輪組織委員会、東

京都に 2020 年東京オリンピック追加競技入りの要望書を提出した。 
 

③ ドーピング検査及びドーピング防止啓蒙活動 
＜平成 26 年スポーツ振興くじ助成＞ 
目的：（公財）日本ドーピング機構に加盟して、競技会検査及びドーピング防

止の為の啓蒙活動を積極的に行う。 
内容：第 43 回全日本スカッシュ選手権大会にてドーピング検査を実施。 



   協会機関誌にてドーピング防止の広告を掲載して啓蒙活動を行った。 
 

④ 会員募集事業と公認事業制度の運用 
内容：＊個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロード運

用の「スポーツエントリー」を利用して利便性を図った。但し、平成

23 年度より大会参加に関しての「スポーツエントリー」の利用は、主

催者の判断に委ねている。 
   ＊世界スカッシュ連盟（WSF）の規格に基づいて、コート及びボールの

公認を行いスカッシュ競技の安全性や統一を図った。 
＊公認大会の運用（要項、ドロー、結果の確認及び公認）やランキング

等の発表を行い、公認大会の全国統一とレベルアップを図った。 
 平成 26 年度より、試験的にジュニアランキングも施行した。 
 

⑤ 世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、東アジアスカッシュ連盟、各国

協会、男女国際プレーヤーズ協会等海外との連絡調整 
目的：海外対策委員会を中心に海外の情報収集及び国内情報の発信及び海外と

の協力体制で積極的な活動を行った。 
内容：東アジアスカッシュ連盟総会及びアジアスカッシュ連盟総会に出席。 
   ＷＳＦ会長来日 
 

⑥ 全日本学生連盟との連携、強化 
内容：4 年前より学生連盟の所属選手も個人登録とし、協会機関誌を個別に発

送する事により情報を一層密に伝達した。又、大会等における協力体制

を強化した。全日本学連との会議の場を持って前向きな話し合いをした。 
 

⑦ 「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」建設に向

けた資金及び情報の収集 
目的：スカッシュ人口増大の為には、協会保有のスカッシュコートを建設して

の普及活動が不可欠。又、集中的な選手強化の為にもスカッシュコート

を含むトレーニングセンターの建設が必要。国や自治体の協力を得て

「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」の
建設を目指し、資金と情報の収集に努力する。 

計画：新国立競技場は規模縮小の為大変難しいしい状況ではあるが、他施設へ

のスカッシュコート設置を働きかける努力をした。 
 

⑧ 公益法人としての活動の強化 
目的：公益社団法人としての適正な活動を行い、スカッシュの一層の普及振興

に努力した。 



平成 26年度会員数＆公認数

＜個人会員＞

（）は前年

会員種別 人数

正会員 35名（36名）

プロ選手会員 39名 （43名）

個人選手会員 653名（669名）

ジュニア会員 194名（195名）

一般会員 140名（122名）

個人後援会員 3名（2名）

単発会員 64名（58名）

学連会員 831名（659名）

個人会員総計名 1,959名(1,784名)

＜団体会員＞

（）は前年

会員種別 団体数

団体会員 102（103）

準団体会員 27（30）

クラブチーム会員 13（15）

〈個人会員と一般会員の支部別内訳〉（）は前年

     

支部名 個人選手会員 一般会員

北海道 45 (44） 10(11)

東北 61 (60) 17 (22）

関東 350 (345) 64 (53)

中部 36 (33) 6 (7）

関西 90(105) 19(15）

中国四国 43 (42) 16(9)

九州 28 (32) 8 (5）

＜平成 26年度公認件数＞

コート公認数 1件

大会公認数(協会主催大会を除く) 63大会 （オープン 43 Ｕ23 1、
マスターズ 1、地区支部クローズ 6、
県支部クローズ 6、学連 6)

ボール公認数 1件

コーチ公認更新数 30件

レフリー公認更新数 64件

（2015.3.31.）





































平成 26 年度スカッシュ応援募金活動等報告 

公益社団法人日本スカッシュ協会 選手強化委員会 

  
収入 

項目 
（寄付補助金） （参加費等） 

支出 備考 

スカッシュ応援募金 59,110 0 0   

ＪＯＣ強化交付金 1,454,000 0 0   

ＪＯＣ委託事業       ※表 1 

 

     2,286,000 

 

1,681,640 5,000,110
アジア団体・香港ジュニア・ア

ジアジュニア団体・強化合宿 

選手強化委員会（シニア） 0 0 1,342,772
ＮＴトレーニング・アジア競技

大会・東アジア・他 

選手強化委員会（ジュニア） 0 797,563 1,063,260
ジュニアスカウト・西日本合

宿・海外ジュニア・他 

  

計 3,799,110 2,479,203 7,406,142  

総収入 総支出 差引差額 

総計 
  

  6,278,313 7,406,142

 

△1,127,829 

 

＊ 委託事業対象外経費一部含む 
 
 
 
 
 
 

公益社団法人日本スカッシュ協会のアクションプラン活動等にご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。ここに、平成 26 年度の主な関連活動内容をご報告致します。 
平成 26 年度からは新たに「スカッシュ応援募金」としてスタート致しました。将来のオリンピック競技入

りを見据えた選手の育成強化やスカッシュの普及事業に活用させて頂きました。今後共より一層のご支援

ご協力を賜りますように切にお願い申し上げます。 



 
 
 
＊ 表 1 ＪＯＣ委託事業 
（対象経費の 2/3 がＪＯＣ補助、残 1/3 と対象外経費その他がＪＳＡ負担。但しＪＯＣ補助金上限あり） 
支出 

項目 渡航費 滞在費 交通費 謝金 借損料 通信費 保険代・雑役務 対象外＊ 計 

 アジア選手権団体 1,005,700 65,795 43,860 150,000 0 0
 32,890 

     384,608 
68,415 1,751,268

 香港ジュニア 186,600 0 20,110 77,000 0 0
25,170 

347,327 
1,445,867 2,102,074

 アジアジュニア団体 342,800 290,604 16,250 42,000 0 0
17,380 

14,520 
29,932 753,486

 強化合宿 0 226,450 1,000 59,000 100,680 0
     0 

    0 
6,152 393,282

計 1,535,100 582,849 81,220 328,000 100,680 0 821,895 1,550,366 5,000,110

         
                     ＜内、JOC 委託金 2,286,000 円＞ 

 
 

◆ その他、選手強化委員会海外遠征等（ＪＳＡ負担） 
         

項目     収入 支出 

ナショナルトレーニング 0 105,432 

アジア競技大会 0 515,050 

東アジア選手権 0 375,960 

選手強化（シニア） 0        332330 

ジュニアスカウト 66,000        43,200 

西日本合宿 0        74,899 

海外ジュニア大会 731,563 805,831 

選手強化（ジュニア） 0 139,330 

計 797,563 2,392,032 

 



公益社団法人日本スカッシュ協会  運営規則

 第１章    総   則 

（目的） 

第１条 この運営規則は、公益社団法人日本スカッシュ協会定款に基づき、この法人（以下「本

協会」という。）の組織、運営に関する細則を定めることを目的とする。 

第 2 章  会 員 

（加入基準） 

第２条 会員は、本協会の目的に賛同して入会し、又は本協会の事業を援助する個人又は法

人その他の団体とする。 

（会員種別） 

第３条 定款第 5 条に基づく会員種別の内容は次のとおりとする。 

① 正会員は、都道府県におけるスカッシュ競技を統括する団体の代表者及び理事会にお

いて選任され総会で承認を受けた者により構成される。

② 賛助会員は、団体会員、準団体会員、クラブチーム会員、プロ選手会員、個人選手会員、

ジュニア会員、学連会員、一般会員、後援会員、単発会員、普及協力会員により構成さ

れる｡

（会員会費納入） 

第４条  会員は、次に定める会員会費を納入する。 

① 正会員は、次に定める負担金を納入する。

年額 10,800 円 

② 賛助会員は、次に定める会員会費を納入する。

団体会員  入会金 54,000 円、年会費（１口）54,000 円 

準団体会員    年会費（１口） 21,600 円 

クラブチーム会員 年会費（１口） 21,600 円

プロ選手会員  年会費 15,000 円 

（プロ選手/海外国籍） 年会費 8,000 円 

個人選手会員  年会費  8,000 円 

ジュニア会員  年会費 4,000 円 

（ジュニア/小学生） 年会費 3,000 円 

一般会員     年会費  3,600 円 

後援会員 年会費  3,600 円 

学連会員 年会費 無料 （別途一括納入） 



単発会員   （廃止） 

普及協力会員 年会費 無料 

＊年度末の 1 月から 3 月の間の会員登録及び該当期間に開催される公認及び承認 

大会に参加する為の会員登録に関しては、種別を問わず通常の半額とする。 

③ プロ選手会員、個人選手会員、及び一般会員は、会費納入を履行していない場合

は、当該年度の本協会の主催及び公認大会に出場することができない。

④ 全国のブロック地区を統括する団体（地区支部・全日本学連）及び都府県を統括す

る団体（都府県支部・関東及び関西学連、その他学連）は、本協会に加盟する事が

できる。加盟金として地区支部及び全日本学連 50,000 円（1 団体/年）、都府県支部

及び関東・関西学連 30,000 円（1 団体/年）を納入する。その他学連は免除とする。

但し、加盟には理事会の承認を必要とする。

（会費の使途） 

第５条  第 4 条の入会金、年会費及び加盟金、公認料は、毎事業年度における合計額の 50％

以下を当該年度の法人会計に使用する。 

第３章 役  員・常務理事・運営委員 

（役員選任基準） 

第 6 条   

1  定款第 19 条が定める定数 10 名以上 15 名以内の理事の選任にあたっては、以下の

基準を考慮し、構成バランスを目安とすることが望ましいものとする。 

① この法人の事業遂行に必要な専門的事項に造詣の深い者

5 名以上 7 名以内

② 学識経験者その他高い識見を有する者、又はスポーツ団体若しくは法人の運営

管理に造詣の深い者   5 名以上 8 名以内 

２  理事及び監事は、本協会の社員であることを要しない。 

(常務理事) 

第７条  理事のうち若干名は、理事会が推薦し会長が委嘱して常務理事の任に当たる。常

務理事は理事会の委任を受けて本協会の日常業務を決定執行する。

（運営委員） 

第 8 条 

1 常務理事を補佐するため運営委員を置く。運営委員は業務上必要とする若干名にと

どめ、何れかの専門委員会に属しその任に当たる。 

2 常務理事と運営委員とは協力して運営委員会を構成し、運営委員は常務理事を補



佐する。 

3 各専門委員会の委員長はすべて運営委員に任じ、加えて各地区支部及び都府県支

部の代表者及び団体役員並びに学連の代表者のうちから理事会の推薦する者若干

名と会長が推薦する者若干名が会長の任免の下に運営委員になる。 

 

（役員の再任・立候補） 

 第 9 条  理事会は、議案として総会の議に付すべき理事及び監事候補者名簿を作成する。そ

の際立候補者は正会員 3 名のそれぞれ独立した書面による推薦状と立候補届けとを、

所定の日時までに事務局長に手交又は書留郵便にて提出する。但し再任、重任者と

なる立候補者はこの手続きを省略できる。選挙管理委員会は正会員 3 名で組織し、

その委員は理事会の推薦により会長がこれを任命する。 

 

第４章 専門委員会 

 

（専門委員会） 

   第 10 条  

１ 事業遂行に必要な専門的事項を処理するため次の専門委員会をおき、所管事項につ

いて立案・審議し、理事会の承認を得た上でその内容を実施する。 

① 規則公認委員会 

 ② 選手強化委員会 

③ 競技委員会 

④ 総務委員会 

     ⑤ 普及渉外委員会 

⑥ 国際委員会 

 2  各委員会の委員長は、理事会の推薦に基づき、会長が委嘱する。 

専門委員会に、副委員長をおくときは、委員長がこれを指名する。 

3  各専門委員会の委員数は委員長を含む 20 名以内とする。 

4 委員の任期は、定款第 26 条の規定を準用する。 

5 会長の指示があれば顧問は各専門委員会に出席、発言することができる。 

 

（規則公認委員会） 

  第 11 条 規則公認委員会は次の事項を所管する。 

① 大会・コート・ボール・用具等の公認に関すること。 

② 競技ルール、大会運営ルール、ポイント制度等規則に関すること。 

 

 （選手強化委員会） 

  第 12 条 選手強化委員会は次の事項を所管する。 

① 海外大会日本代表選手の選考。 



② ナショナルチームの選手強化に関すること。 

③ ジュニアの選手強化に関すること。 

④ マスターズの選手強化に関すること。 

⑤ 学生の選手強化に関すること。 

⑥ スポーツ医学に関すること。 

⑦ コーチ制度及び育成に関すること。 

 

（競技委員会） 

  第 13 条 競技委員会は次の事項を所管する。 

① 大会運営に関すること。 

② 審判制度及び育成に関すること。 

 

（総務委員会） 

  第 14 条 総務委員会は次の事項を所管する。 

① 会員管理に関すること。 

② 地区組織の充実に関すること。 

③ 財務経理に関すること。 

④ 事務局に関すること。 

⑤ 機関誌・広報に関すること。 

⑥ 総合的企画運営に関する事。 

 

 （普及渉外委員会） 

  第 15 条 普及渉外委員会は次の事項を所管する。 

① 大会等のスポンサー対策及びその増進に関すること。 

② スカッシュの普及イベントに関すること。  

③ 会員の増加のための活動に関すること。 

④ 生涯スポーツとしてのジュニア・一般・マスターズの普及振興に関すること 

   ⑤ 環境対策に関すること。 
 
（国際委員会） 
 第 16 条 国際委員会は次の事項を所管する。 

 ① 世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、各国協会、男女国際 

プレーヤーズ協会等海外との連絡調整に関すること。 

  

 

第５章 登 録 

 

  （選手登録） 



    第 17 条   

1  本協会並びに地区支部が主催又は公認する競技会に、競技者として参加しようとする

者は、原則として、日本国籍を有し別に定める規定による登録手続きを完了した選手

でなければならない。 

但し、日本国籍を有しない者で、ひきつづき３カ月以上国内に居住する者については

同様の扱いとする。 

2   登録に関する規定及びアマチュア資格に関する規定は別に定める。 

 

第６章 スポーツ仲裁 

 

第 18 条    本協会のする決定に対する不服申立は、日本スポーツ仲裁機構の「スポー

ツ仲裁規則」に従ってなされる仲裁により解決されるものとする。 

 

第７章 細則 

 

第 19 条  各種細則の制定、廃止については、運営委員会にて検討の上原案を作成し、理

事会の承認を得るものとする。 

       各種細則の内容の一部変更について、その変更が急を要し、理事会の承認

を得ることが時間的に困難な場合には、事後に理事会の承認を求めるもの

とする。但し、理事会の事後承認が得られなかった時は、その変更は効力

を有しないものとする。 
                                                            

第８章  会議へのオブザーバー参加 

 

  （会議へのオブザーバー参加） 

第 20 条 本協会の組織の会議について、当該会議体の構成員でない正会員が傍聴を希

望する場合、事前に当該会議体の議長から文書で傍聴の許可を受けた者はそ

の会議を傍聴する事ができる。又議長から傍聴の依頼を受けた者（これら傍聴者

を以下オブザーバーという）は許可の手続きなしで傍聴できる。 

オブザーバーは議長の許可を受けた場合のみ発言でき、発言時間、内容等議

長の指示に従う。議長から退席を求められた場合は直ちに退席しなければならな

い。 

 

第９章  規則の改正 

 

（規則の改正） 

 第 21 条 この規則は、本協会の理事会の議決により改正することができる。 

        



 

 

                      付     則 

 

1  この規則にいう全国の地区支部は次のとおりとする。 

2  平成 23 年 4 月 1 日より地区支部は本協会とは独立した組織とし、公益社団法人日

本スカッシュ協会（移行認定後）の支部名は名乗らないこととする。 

 

日本スカッシュ協会北海道

支部 

北海道     

日本スカッシュ協会東北支

部 

宮城県、青森県、岩手県、秋田県、山形県、 

福島県、新潟県 

日本スカッシュ協会関東支

部 

東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県、栃木県、群

馬県、茨城県、山梨県 

日本スカッシュ協会中部支

部 

愛知県、岐阜県、静岡県、三重県、長野県 

富山県、石川県、福井県 

日本スカッシュ協会関西支

部 

大阪府、兵庫県、京都府、和歌山県、奈良県、滋

賀県 

日本スカッシュ協会中国四

国支部 

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口 

県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

日本スカッシュ協会九州支

部 

福岡県、佐賀県、大分県、長崎県、熊本県 

鹿児島県、宮崎県、沖縄県 

 

3 この規則は、公益法人の登記の日から施行する。 

 

                           （平成 22 年 11 月 9 日理事会決議） 

                           （平成 23 年 1 月 20 日改訂理事会決議） 

                                 （平成 24 年 6 月 9 日改訂理事会・総会決議） 

                                 （平成 26 年 1 月 10 日改訂理事会決議） 

                                 （平成 26 年 12 月 21 日改訂理事会決議） 

                                            （平成 27 年 5 月 30 日改訂理事会決議） 



平成 27 年度 事業計画 
公益社団法人日本スカッシュ協会 

 

（1）スカッシュ競技の普及に関する事業 

① スカッシュデー・スカッシュウィークの実施 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
主管：全国のスポーツクラブ及び地区支部等 
日程：＜スカッシュデー＞平成 28 年 2 月 11 日 

＜スカッシュウィーク＞平成 28 年 2 月 6 日～20 日（予定） 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート等 
目的：スカッシュの楽しさをより多くの方々に体験して頂きスカッシュの一層の普

及を目的とする。 
対象：一般の方、どなたでも。 
参加予定人数：約 2,000 名 
内容：スカッシュ体験会、試打会、ヒッティングパートナー、コーチング、レンタ

ル無料デー、スカッシュ大会、3/4 ゲーム大会等 
② 広報活動 

イ） 広報機関誌＜ＳＱＵＡＳＨ＞の発行（年 2 回を予定） 
Vol．77 （夏の号）7 月発行予定 
Vol．78 （冬の号）平成 28 年 2 月発行予定 

ロ） 協会ホームページの運営 
ハ） 体育協会記者クラブ等マスコミへのプレスリリース等情報発信 

③ 大会等のスポンサー対策及び増進 
④ 環境対策委員会にて JSA エコプロジェクトを推進する 
⑤ エアースカッシュを活用した全国キャラバンを実施 

 

（2）スカッシュ競技の競技力の向上に関する事業 

 
① スカッシュの普及と競技力向上に関する事業と「スカッシュ応援募金」活動 

目的：アジア競技大会でメダルが取れる選手の育成強化と普及を目的とする。 
対象：選手強化活動とコーチ養成の活動及び新たなジュニア選手の発掘育成を 

対象とする。 
内容： 
イ） ナショナル強化プロジェクトチームによるJSA強化指定選手の競技力向上 

と、普及活動による選手発掘育成強化 
ロ） 協会ＨＰや全国地区支部、協会の大会等に於けるスカッシュ応援募金活動 

 
② JSA 公認レベルＴ（普及トレーナー）及びレベル 1（コーチ）認定講習会と認定

試験の開催・公認とワークショップの開催 
主催：（公社）日本スカッシュ協会、団体会員及び地区都道府県支部 
日程：年 1〜3 回開催予定 
会場：未定 
目的：スカッシュの正しい知識と指導法を体得し、スカッシュの一層の技術向上を 



     図る。 
対象：レベルＴ—スカッシュの初心者レベルでのグループ作り等のサポートが出

来る方 
レベル 1—一般的なクラブプレイヤーをコーチングする指導者。 

参加予定人数：各回 10 名前後を予定 
内容：レベルＴ---基本知識と基本ショットの正しいストローク方法、レフリー・ 

マーカーの基本知識等。 
レベル 1---全ての基本ショットの正しいストローク方法やフィーディン

グ（球出し）方法、マンツーマン＆グループコーチング、試合開

催の組織作り、基本戦術とルール、レフリー・マーカーの知識等 
 

③JＳＡ公認審判講習会と認定試験の開催・支援と公認＜2 級・3 級・4 級＞ 
主催：（公社）日本スカッシュ協会及び全国の地区都道府県支部 
日程：全国にて年 10 回程度開催予定 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート又は地域公共施設 
目的：レフリー・マーカーの正しい知識を習得し、スカッシュ審判の一層の 

   技術向上を目的とする。 
対象：4 級—一般、ジュニア等のスカッシュ経験が浅い者等。 

3 級—スカッシュの競技歴が 1 年以上と認められる者等。 
2 級—スカッシュの競技歴が 3 年以上と認められる者等。 

参加予定人数：各回 10～30 名前後を予定 
内容：講習会にて、正しいルールやレフリー・マーカーのあり方、正しいジャッジ

（判断）の進め方、トラブルの対処方法、観客や試合のコントロールに

ついて学び、筆記試験と実技（DVD）試験の点数により認定の合否が

決められる。 
 

④ ナショナルスカッシュ強化練習会及び合宿の開催 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程： ＜ナショナルトレーニング＞月 2 回程度年間を通して実施予定 
   ＜ＪＳＡ強化合宿＞平成 28 年 3 月に予定 

＜西日本ジュニア強化合宿＞10 月頃に予定 
会場：ヨコハマ SQ-CUBE、マスカット、等 
目的：アジア選手権、東アジア選手権大会、世界選手権等においてメダルを獲得

する事を目標に、技術力の向上とフィジカルの強化等を目的とする。 
対象：ナショナルチームの選手、強化指定選手、ジュニア選手に一般の選手もプ

ラスした幅広いプレイヤーを対象とした中から卓越した才能を発掘し育成

強化を目指す。 
参加予定人数：各回 6～20 名前後を予定 
内容：フィジカルチェック、コンディションゲーム、フィジカルトレーニング、

基本ショット及び戦術練習、ゲーム練習、等。 
 
 

（3） スカッシュ競技の競技大会に関する事業 

① 協会主催の競技大会  ※日程、会場等は予定 
 



 
イ) 第 26 回全日本アンダー23 スカッシュ選手権大会 

日程：6 月 6 日・7 日 
会場：さいたまスカッシュスタジアムＳＱ-ＣＵＢＥ 
目的：日本のトッププレイヤーを目指す若いプレイヤーの育成強化を目的とす

る。 
対象：23 歳未満の男女 
参加予定人数：約 100 名 
内容：トーナメント制 

 
ロ) 第 29 回ジャパンジュニアオープンスカッシュ選手権大会 

＜ワールドジュニアサーキット(WSF) ＞ 
＜アジアジュニアスーパーシリーズ(ASF)＞ 
日程：7 月 31 日～8 月 2 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：海外のジュニア選手の参加により、日本の選手との交流と技術向上を目 

的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手 
参加予定人数：約 100 名 
内容：トーナメント制 
 

ハ) スカッシュ フォー 2020 東京 ジャパン （仮称）＜予定＞ 
＜平成 27 年度スポーツ振興基金助成予定＞ 
日程：8 月 28 日・29 日（30 日） 
会場：スパ白金 
目的：世界のトップクラスプレーヤーのプレトーナメントを日本にて開催。ス

カッシュの普及と国際交流を図る。 
対象：世界のトップクラスプレーヤー、日本代表選手 
参加予定人数：男女各 4 名+日本選手 2 名 
内容：男女別個人戦 
 

ニ) 第 21 回マスターズカーニバル 
日程：10 月 10 日 11 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：マスターズの年代のスカッシュ愛好家による親睦を図り、スカッシュの

試合を通じた楽しい仲間作りを目的とする。 
対象：男女オーバー30、40、50、60（初心者～ベテラン） 
参加予定人数：約 200 名 
内容：トーナメント及びリーグ制 
 

ホ) 文部科学大臣杯争奪第 44 回全日本スカッシュ選手権大会（冠は予定） 
＜平成 27 年度スポーツ振興基金助成予定＞ 
日程：11 月 20 日〜23 日 
会場：セントラルフィットネスクラブ宇都宮 
目的：全国で開催された公認大会において上位の成績を収めた選手達により、

日本チャンピオンの座を競う国内最高峰の大会。日本全国のトップ選手



の交流と一層の技術向上を目的とする。 
対象：全国の公認大会における上位入賞者で、日本国籍を有する者、及び男女

マスターズ 
参加予定人数：約 200 名 
内容：トーナメント制 
 

ヘ) JOC ジュニアオリンピックカップ第 20 回全日本ジュニアスカッシュ選手権大

会 (冠は予定) 
日程：平成 28 年 3 月 25 日～27 日 
会場：未定 
目的：日本のジュニア選手で年代別ジュニアチャンピオンを競う大会であり、

交流と技術向上を目的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手で、日本国籍を有する者 
参加予定人数：約 150 名 
内容：トーナメント制 
 

② 海外大会日本代表派遣(予定) 
 

イ) 第 18 回アジアスカッシュ選手権大会 ＜現地情勢不安の為派遣中止＞ 
日程：5 月 1 日〜5 日 
開催地：クウェート 
種目：個人戦 

 
ロ) ペナンジュニアオープン 

日程：6 月 1 日～6 日 
開催地：マレーシア ペナン 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11 

 
ハ）東アジアスカッシュ選手権 

日程：6 月 26 日～28 日 
開催地：台湾 
種目：男女団体戦 
 

ニ）世界ジュニアスカッシュ選手権大会＜エジプトよりオランダに変更＞  
日程：7 月 25 日～8 月 4 日 
開催地：オランダ/アイントホーヘン 
種目：男女個人戦+女子個人戦 

 
ホ）香港ジュニアオープン 

日程：8 月 12 日～16 日 
開催地：香港 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11,9 

 
へ）第 22 回アジアジュニアスカッシュ選手権＜現地情勢不安の為派遣中止＞ 
  日程：8 月 23 日～27 日 
  開催地：イラン 



  種目：個人戦 
 
ト）男子世界団体スカッシュ選手権大会 ＜現地情勢不安の為派遣中止＞ 

日程：12 月 12 日〜18 日 
開催地：クウェート 
種目：男子団体戦 

 
チ）ＫＬジュニアオープン 

日程：12 月 
開催地：マレーシア 

 
リ）第 18 回アジアスカッシュ団体選手権 

      日程：2016 年未定 
      開催地：台湾 
      種目：男女団体戦 
     
    ヌ）第 23 回アジアジュニア個人選手権 
      日程：2016 年未定 
      開催地：マレーシア 
      種目：個人戦 

 
    

海外派遣承認大会（予定） 
 

イ) シンガポールジュニアオープン 
日程：未定 
開催地：シンガポール 

 
ロ) ＵＳジュニアオープン 

日程：未定 
開催地：アメリカ 
 

ハ) ブリティッシュジュニアオープン 
日程：平成 28 年 1 月上旬 
開催地：イギリス 

 
ニ) スコティッシュジュニアオープン 

日程：平成 28 年 1 月上旬 
開催地：スコットランド 
 

③ 国際大会の日本開催に向けての資金及び情報の収集 
目的：ジャパンオープンスカッシュ選手権大会等、海外選手と対戦する機会を

作る事により日本選手の技術の向上を図る。又、国際大会を開催する事

により間近で海外トップ選手のプレイを観戦する機会を作り、より多く

の人々にスカッシュへの関心を高めてもらい一層の普及を図る。 
計画： 2020 年東京オリンピック競技入りアピールを含めて、第 28 回ジャパ



ンオープンアスカッシュ選手権大会等の日本開催を実施予定。 
 

（4）その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業 

① アジア競技大会に向けてのロビー活動及び選手強化活動 
目的：2018 年のアジア競技大会では、より多くの日本人選手が出場でるよう

に努力し、メダル獲得に向けて選手強化を一層充実させる。 
対象：男女ナショナルチーム 
種目：男女シングル戦、団体戦 
内容：選手強化の為の合宿を集中して行う。 
 

② オリンピック競技大会での正式競技入り実現の為の推進活動 
目的：スカッシュの普及発展の為、オリンピックへの正式競技入りを積極的に 
   推進していく。 
内容：WSF（世界スカッシュ連盟）との連携により、IOC（国際オリンピック

委員会）並びに 2020 年東京オリンピック組織委員会へ追加正種目入り

に向けての要望運動を展開する。 
  

③ ドーピング検査及びドーピング防止啓蒙活動 
＜平成 27 年スポーツ振興くじ助成申請＞ 
内容：（公財）日本ドーピング機構に加盟して、競技会検査及びドーピング防

止の為の啓蒙活動を積極的に行う。大会会場にて展示説明コーナーを設

置。 
 

④ 会員募集事業と公認事業制度の運用 
内容：＊個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロード運

用の「スポーツエントリー」を利用して利便性を図る。但し、平成 23
年度より大会参加に関しての「スポーツエントリー」の利用は、主催

者の判断に委ねている。 
   ＊世界スカッシュ連盟（WSF）の規格に基づいて、コート及びボールの

公認を行いスカッシュ競技の安全性や統一を図る。 
＊公認大会の運用（要項、ドロー、結果の確認及び公認）やランキング

等の発表を行い、公認大会の全国統一とレベルアップを図る。 
 平成 26 年度より、試験的にジュニアランキングも施行している。 
 

⑤ 世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、東アジアスカッシュ連盟、各国

協会、男女国際プレーヤーズ協会等海外との連絡調整 
目的：海外対策委員会を中心に海外の情報収集及び国内情報の発信及び海外と

の協力体制で積極的な活動を行う。 
 

⑥ 全日本学生連盟との連携、強化 
目的：前年度に続いて学生連盟の所属選手も個人登録とし、協会機関誌を個別

に発送する事により情報を一層密に伝達する。又、大会等における協力

体制を強化する。 
 

⑦ 「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」建設に向



けた資金及び情報の収集 
目的：スカッシュ人口増大の為には、協会保有のスカッシュコートを建設して

の普及活動が不可欠。又、集中的な選手強化の為にもスカッシュコート

を含むトレーニングセンターの建設が必要。国や自治体の協力を得て

「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」の
建設を目指し、資金と情報の収集に努力する。 

計画：新国立競技場は規模縮小の為大変厳しい状況ではあるが、引き続き周辺

施設、他施設へのスカッシュコート設置を働きかける努力をする。 
 

⑧ 公益法人としての活動の強化 
目的：公益社団法人としての適正な活動を行い、スカッシュの一層の普及振興

に努力する。 



















役職名 再新任 　　　　氏　　　名 職業･委員会･等 任　　期 常勤･非常勤

　理　事 (会長） 再任 笠原　一也
元国立スポーツ科学センター長
NPO法人　日本オリンピック・アカデミー/会長

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事）
　　　（事務局長） 再任 梶田　幸子

総務委員長
（公社）日本スカッシュ協会/事務局長

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 常勤

理事（常務理事） 再任 潮木　仁

選手強化委員長
㈱スポーツステーション・ジン/
代表取締役社長

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 再任 宮城島　真知子
普及渉外委員長
（有）スカッシュマネジメント/代表取締役社長

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 再任 日向　孝知
規則公認委員長/広報委員長
（株）システナ/フレームワークデザイン本部

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 再任 大根田　芳浩
競技委員長・地区対策委員長
大根田電機(株）/代表取締役社長

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 渡邊　祥広 Ｔ＆Ｗカンパニー㈱/代表取締役
平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 川原　貴
国立スポーツ科学センター長 平成26年6月30日～

平成28年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 玉利　齊 （公財）日本健康スポーツ連盟/理事長
平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 三枝　佳紀
セントラルスポーツ（株）/レジャー事業部長 平成26年6月30日～

平成28年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 師岡　文男
国際スポーツ団体総連合前理事/国際ワー
ルドゲームズ協会理事/上智大学教授

平成26年6月30日～
平成28年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 新任 小見山　幸冶 参議院議員
平成27年6月14日～
平成29年定時総会終結日 非常勤

　
　　監　　事 再任 友清　敏和

元持田シーメンスメディカルシステム㈱/
　　　　　　　　　　　　　取締役

平成26年6月30日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

　
　　監　　事 再任 山岸　和彦 あさひ法律事務所/弁護士

平成26年6月30日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

平成27年度公益社団法人日本スカッシュ協会役員    

現在、役員に報酬･退職金等は支給しておらず、今後も支給する予定はない。



　　　役　　職 再新任 　氏　　　名

名誉総裁 　　高円宮妃殿下

　　　名誉会長 再任 　　猪谷　千春

　   顧　　問 再任 　　藤ケ崎　訥美

　　　顧　　問 再任 　　臼井　日出男 衆議院議員/元防衛庁長官・元法務大臣

　　　顧　　問 再任 　　岩崎　晃

　　　顧　　問 再任 　　齋藤　敏一

　　　顧　　問 再任 　　齋藤　洋介

　　　顧　　問 再任 　　赤木　恭平 （公財）全日本ボウリング協会　名誉会長

　　　顧　　問 再任 　　鈴木　恒夫 元衆議院議員/元文部科学大臣

　　　顧　　問 再任 　　今村　正史

　　　顧　　問 再任 　　グレゴリー・クラーク

平成27年度公益社団法人日本スカッシュ協会　名誉総裁・名誉会長・顧問　

職業・地区等

元（株）日本テレビワーク24専務取締役

（株）ルネサンス　取締役会長

多摩大学名誉学長

元(株）三声/代表取締役社長

元コーンズドッドウェル（株）監査役

元国際オリンピック委員会副会長/
　ＮＰＯ法人日本オリンピックアカデミー

ワールド通商（株）　会長



　　　役　　職 再新任 　氏　　　名

　　　運営委員 再任 　　足立　美由紀

　　　運営委員 再任 　　吉田　尚弘 九州支部

　　　運営委員 再任 　　柴田　亮介

　　　運営委員 再任 　　芦谷  誠治

　　　運営委員 再任 　　國井　正道 中部支部

　　　運営委員 　　再任 　　土田　博史

　　　運営委員 再任 　　丹埜　倫 会長推薦

　　　運営委員 再任 　　小幡　博 北海道支部

　　　運営委員 　　新任 全日本学生連盟委員長 全日本学生連盟委員長

平成27年度公益社団法人日本スカッシュ協会　運営委員　

職業・地区等

千葉県支部

関西支部長

東北支部

中国四国支部



　　　　　

　　　　　　27年度（33名）

氏名 　氏名

 小幡　博 町田　信行

鈴木　康之 岡田　真弥

柴田　亮介 吉田　隆二

熊田　康宏 國井　正道

大根田　芳浩 松岡　克夫

笠原　一也 竹内　敬二

潮木　仁 足立　美由紀

濱野　昭彦 大森　紀人

日向　孝知 高木　あきみ

古川　泰久 松下　泰和

松原　浩二郎 杉本　和子

梶田　幸子 二瓶　雅美

土田　博史 武本　清孝

田中　新吾 芦谷　誠治

丹埜　倫 吉田　尚弘

宮城島　眞知子 喜渡　正

高橋　徹

　　　　　　　　　　平成27年度正会員名簿
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         平成27 年度委員会・大会担当者    

＜委員会＞ 

1）規則公認委員会  委員長／日向 
 ＜公認＞ 委員長／日向  
2）選手強化委員会 委員長／潮木  

委員/山崎（シニア委員長）、佐野（ジュニア委員長）、足立、土田、小川、 
 ＜ナショナル強化プロジェクト＞ ナショナルコーチ/佐野、 

アシスタントコーチ/山崎（シニア担当）足立（ジュニア担当）  
強化スタッフ/土田、小川、松本、サポートスタッフ/郡司、芦谷、横田、前川 

  ＜コーチ＞  委員長／土田 委員／足立、潮木、 佐野   
  ＜学連＞   委員長／松原   
  ＜医療サポート＞ 副委員長／酒井  委員／川原、浅野(雅)､浅野(千)､森田 

3）競技委員会  委員長／大根田   
 ＜大会管理＞ 委員長／潮木 委員／河原、日端 
  ＜レフリー＞ 委員長／大根田 委員／潮木、土田、日向、小幡、柴田、千葉、浅野、小川、渡邊、小島、矢

野 吉田 
 ＜マスターズ＞ 委員長／小幡 委員/齋藤 
4）総務委員会  委員長／梶田   
 ＜地区対策＞ 委員長／大根田 委員／全国地区支部委員 
 ＜広報＞ 委員長／日向 委員／宮城島、神谷、川原       
 ＜財務＞ 委員長／友清 委員／梶田、吉羽、神谷 
5）普及渉外委員会 委員長／宮城島 委員／潮木、梶田、日向、大根田 
 ＜環境対策＞ＪＳＡエコプロジェクト 委員長/宮城島   
6）国際委員会 委員長/足立 委員/丹埜、友清、大島、神谷 

 

＜大会・イベント＞ 

Ａ）全日本アンダー23 実行委員長／潮木 副実行委員長／ 松原（学連）  
Ｂ）全日本ジュニア 実行委員長／小川 副実行委員長／土田、 松原(学連) 島田 

委員／足立、宮城島、佐野、渡邊、ジュニア委員 
Ｃ）マスターズカーニバル 実行委員長／齋藤   委員/実行委員会 
Ｄ）全日本選手権  実行委員長／潮木 副委員/大根田、宮城島、 
          委員/日向、小川、梶田、吉羽 
Ｅ）ジャパンジュニアオープン 実行委員長／佐野 副実行委員長／足立、小川、  

   松原（学連）、島田、委員／土田、宮城島、神谷、ジュニア委員 
Ｆ）スカッシュデー・スカッシュウィーク実行委員長／宮城島 委員／全国地区支部員 
Ｇ）エア・スカッシュ 実行委員長/宮城島 委員/全国地区支部員、 
Ｈ）スカッシュ フォー2020（仮称） 実行委員長/足立  
           委員/潮木、大根田、宮城島、日向、梶田、神谷、吉羽、他 

＜事務局＞  事務局長／梶田  事務局員／吉羽、神谷 



  TEL:03-5256-0024      http://www.squash-japan.ｏｒｇ

＜平成27年度＞   FAX:03-5256-0025      E-mail:squash@japan.email.ne.jp

名誉総裁：高円宮妃殿下 代表理事： 笠原　一也☆ 顧問（アドバイザー）
名誉会長：猪谷千春 　　　　       臼井日出男 赤木恭平

会　　　長　：　笠原　一也 常務理事：       岩崎　晃 鈴木恒夫
      斎藤敏一

東アジアスカッシュ連盟(EASF)       齋藤洋介

事務局長：梶田幸子

運営委員：
      足立美由紀☆

     松原浩二郎☆
監事：　　　友清敏和       丹埜　倫☆

      小幡　博☆
☆正会員　　＊普及会員

　　 兵庫県 代表: 大森紀人☆

秋田県 代表: 加賀美久子＊ 和歌山県 代表: 松下泰和☆
山形県 代表: 鈴木康之☆ 滋賀県 代表: 杉本和子☆
岩手県 代表: 佐藤龍史＊ 奈良県 代表: 二瓶雅美☆
宮城県 代表: 柴田亮介

新潟県 代表: 大根田芳浩 岡山県 代表: 長行美保＊
山口県 代表: 尾潟俊雄＊

千葉県 代表: 田中新吾☆ 愛媛県 代表: 山本大介＊
神奈川県 代表: 高橋　徹☆ 鳥取県 代表: 渡部訓久＊
埼玉県 代表: 町田信行☆ 島根県 代表: 宅野政行＊
栃木県 代表: 岡田真弥☆ 徳島県 代表: 井澤義治＊
群馬県 代表: 冨岡大地＊ 高知県 代表: 千頭誉和＊
茨城県 代表: 川崎孝俊☆

大分県 代表: 喜渡 正☆

岐阜県 代表: 國井豊晃＊ 佐賀県 代表: 松原理恵＊
静岡県 代表: 松岡克夫☆ 熊本県 代表: 宇藤千鶴＊
長野県 代表: 酒井光一＊ 鹿児島県 代表: 道下和子＊
三重県 代表: 三輪　明＊ 宮崎県 代表: 小西康志＊
富山県 代表: 池田祐昇＊ 沖縄県 代表: 吉田尚弘
石川県 代表: 藤村 馨＊

グレゴリー・クラーク

委員長：足立美由紀

     柴田亮介☆
委員長:日向孝知
委員長:潮木 仁

藤ヶ崎訥美

師岡 文雄
委員長:大根田芳浩

　　　　　　　山岸和彦

宮城島眞智子☆

     國井正道☆

竹内敬二☆

     土田博史☆             渡邊 祥広

     今村正史

     芦谷誠冶☆

     吉田尚弘☆

代表:

　　　      玉利 齊
三枝 佳紀

　　　　　　小見山　幸治 　　

代表:

潮木　仁☆

理事：　　　川原 貴

梶田幸子☆

日向孝知☆
大根田芳浩☆

大阪府

運営委員会

柴田亮介☆

規則公認委員会
選手強化委員会

代表:

国際委員会

古川泰久☆

京都府

足立美由紀☆北海道 小幡 博 関西支部

石田好光＊

芦谷誠治☆

代表:

代表:

高木あきみ☆

香川県

代表:

代表:広島県 武本清孝☆

薮内誠子＊代表:

青森県

福島県 熊田 康宏☆代表:

山梨県

代表:

中部支部 代表:

関東支部 代表: 濱野昭彦☆

國井正道☆

東京都

東北支部

代表:

平野直子＊代表:

中国四国支部

代表:

九州支部

代表:

吉田尚弘☆代表:

岡　優鷹＊

小幡　博☆代表:北海道支部

アジアスカッシュ連盟(ASF)

松原浩二郎☆

総会

愛知県

福岡県

北海道・東北・関東・関西・中国四国・九州

河野時子＊

長崎県

福井県 安間保行＊ 全日本学生連盟

公益社団法人日本スカッシュ協会組織図

委員長:宮城島眞知子

競技委員会
総務委員会

普及渉外委員会
委員長:梶田幸子

世界スカッシュ連盟(WSF)

(公社)日本スカッシュ協会(JSA)

理事会

事務局

代表:

代表:

代表:

安藤清明＊



「国と特に密接な関係がある」公益法人への該当性について（公表） 

平成 27 年 6 月 30 日 

公益社団法人日本スカッシュ協会 

当法人は、国家公務員法等の規定に関し、国家公務員であった者が法人の役員として再就職する場合に、

事前に政府に届出をおこなうことが必要な「国と特に密接な関係がある法人」に該当しませんので、そ

の旨公表いたします。 

[本件連絡先] 

電 話  

03-5256-0024 

FAX  

03-5256-0025 

電子メール  

       squash@japan.email.ne.jp 

 

（参考）国家公務員法等の規定 

• ・国家公務員法（昭和 22 年法律第 120 号）第 106 条の 24 第 1 項第 4 号  

• ・独立行政法人通則法（平成 11 年法律第 103 号）第 54 条の 2 第 1 項において準用する国家公

務員法第 106 条の 24 第 1 項第 4 号  

• ・職員の退職管理に関する政令（平成 20 年政令第 389 号）第 32 条  

• ・特定独立行政法人の役員の退職管理に関する政令（平成 20 年政令第 390 号）第 18 条  

• ・職員の退職管理に関する内閣官房令（平成 20 年内閣府令第 83 号）第 9 条  

• ・特定独立行政法人の役員の退職管理に関する内閣官房令(平成 20 年内閣府令第 84 号)第 8 条  
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